
慶
應
義
塾
大
学
病
院
１
号

館
新
築
工
事
の
地
鎮
祭
が
２

０
１
４
年
５
月
12
日
10
時
30

分
よ
り
大
学
病
院
旧
６
号
棟

跡
地
の
建
設
予
定
地
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

初
夏
を
感
じ
さ
せ
る
陽
気

の
下
、
式
典
に
は
慶
應
義
塾

側
か
ら
清
家
塾
長
を
は
じ
め

担
当
の
戸
山
、
渡
部
、
清

水
、
長
谷
山
常
任
理
事
ら

が
、
医
学
部
か
ら
は
末
松
医

学
部
長
、
竹
内
病
院
長
を
は

じ
め
多
数
の
病
院
関
係
者
が

出
席
し
ま
し
た
。
ま
た
設
計

施
工
を
担
当
す
る
株
式
会
社

竹
中
工
務
店
、
設
計
監
理
監

修
を
担
当
す
る
日
揮
株
式
会

社
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ッ

プ
が
列
席
し
、
総
勢
１
０
０

名
を
超
え
る
参
会
者
の
も
と

須
賀
神
社
の
宮
司
に
よ
り
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
、
地
鎮
祭

の
神
事
が
つ
つ
が
な
く
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
同
じ
く
建
設

予
定
地
で
直
会
が
行
わ
れ
、

清
家
塾
長
か
ら
工
事
関
係

者
、
義
塾
関
係
者
へ
の
感
謝

と
今
後
の
安
全
な
工
事
施
行

に
つ
い
て
の
お
願
い
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
ご

出
席
い
た
だ
い
た
近
隣
の
方

々
に
対
し
て
工
事
作
業
へ
の

ご
理
解
に
つ
い
て
の
御
礼
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
来
賓
を

代
表
し
て
比
企
連
合
三
田
会

長
・
三
四
会
長
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
、
今
回
の
建
設

事
業
に
賛
同
さ
れ
ご
寄
附
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
対
し
て

も
御
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

本
建
設
事
業
の
概
要
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
本
紙

で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

地
鎮
祭
と
い
う
節
目
の
行
事

が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
改
め

て
経
過
と
概
略
を
説
明
し
ま

す
。２

０
１
２
年
秋
の
義
塾
理

事
会
と
評
議
員
会
に
お
い
て

１
号
館
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
承
認
さ
れ
、
２
０
１
３
年

９
月
に
は
設
計
施
工
を
担
当

す
る
竹
中
工
務
店
と
の
間
に

契
約
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
同

年
11
月
に
は
１
号
館
１
期
棟

建
設
予
定
地
の
旧
６
号
棟
な

ど
の
解
体
工
事
に
着
手
し
、

本
年
３
月
に
完
了
し
ま
し

た
。
今
回
建
設
さ
れ
る
１
期

棟
は
地
下
１
階
、
地
上
６
階

建
て
で
２
０
１
５
年
夏
に
竣

工
予
定
で
す
。
こ
こ
に
中
央

棟
、
７
号
棟
、
放
射
線
関
係

の
施
設
な
ど
を
移
転
さ
せ
、

２
０
１
６
年
春
に
本
丸
で
あ

る
２
期
棟
工
事
に
着
手
し
ま

す
。
最
終
的
に
一
体
化
さ
れ

た
１
号
館
１
、
２
期
棟
は
地

上
11
階
建
て
と
な
り
２
０
１

８
年
春
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
の
予
定
で
す
。

１
号
館
の
概
要
は
敷
地
面

積
５
０
、７
２
０
㎡
、
建
築

面
積
８
、８
０
０
㎡
、
延
床

面
積
７
４
、６
１
０
㎡
、(

Ⅰ

期：

１
１
、８
４
０
㎡(

１
号

館
・
連
絡
通
路)

、Ⅱ
期：

６

１
、９
２
０
㎡(

１
号
館)

、

Ⅲ
期：

８
５
０
㎡(

連
絡
通

路))

、
構
造：

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
、
一
部
鉄
骨
造
、

免
振
構
造
、
高
さ
52
・
６
１

９
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
回
建
設
さ
れ
る
１

期
棟
の
フ
ロ
ア
構
成
は
以
下

の
通
り
で
す
。
地
下
１
階：

放
射
線
治
療
部
門
、
１
階：

Ｃ
Ｔ
、
造
影
検
査
な
ど
、
２

階：

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
中
検
採
血
な

ど
、
３
階：

外
来
、
生
理
機

能
検
査
な
ど
、
４
階：

血
管

治
療
部
門(

２
期
工
事
中
は

成
人
病
棟)

、
５
階：

内
視

鏡
セ
ン
タ
ー
、
６
階：

小
児

系
病
棟
。

な
お
新
病
院
棟
開
設
準
備

室
で
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
で
本
建
設
事
業
の
進
捗
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
を
適
宜

発
信
し
て
い
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nhw

p.keio.
ac.jp/
(

新
病
院
棟
開
設
準
備
室

渡
辺
真
純

64
回)

去
る
３
月
１
日
、
雨
か
ら

曇
り
と
な
っ
た
土
曜
日
の
午

後
３
時
よ
り
、
信
濃
町
キ
ャ

ン
パ
ス
２
号
館
11
階
大
会
議

室
で
、
59
名
参
加
の
下
、
吉

野
肇
一
三
四
会
募
金
委
員
会

委
員
長(

44
回)

司
会
の
も

の
で
行
わ
れ
た
。

比
企
能
樹
三
四
会
長(

37

回)

が
開
会
挨
拶
で
、今
年
度

こ
そ
本
募
金
活
動
の
正
念
場

で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た
の

ち
、
末
松
誠
医
学
部
長(

62

回)

は
、
今
回
の
募
金
活
動

に
お
い
て
は
、
同
様
に
病
棟

建
設
に
特
化
し
た
塾
創
立
１

２
５
年
時
募
金
時
よ
り
も
塾

内
勤
務
者
の
寄
付
実
績
を
上

げ
る
努
力
が
な
さ
れ
、
医
学

部
教
授
会
を
中
心
に
行
わ
れ

た
結
果
が
出
始
め
て
い
る
も

の
の
、
さ
ら
な
る
努
力
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
、
当
日
、

所
用
で
や
む
な
く
欠
席
の
戸

山
芳
昭
常
任
理
事
か
ら
託
さ

れ
た
資
料
と
と
も
に
発
表
さ

れ
た
。

続
い
て
、
今
後
の
具
体
的

な
募
金
活
動
の
活
性
化
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
ミ
ニ
講

演
が
行
わ
れ
た
。

１.

｢

個
人
寄
付
の
節
税
対

策｣八
十
島

唯
一

横
浜
支
部
長(

37
回)

２.

｢

法
人
寄
付
の
節
税
対

策｣山
手

洋
二

税
理
士(

商
、
84
卒)

３.

｢

カ
ー
ド
払
い
と
少
額

寄
付｣

渡
辺

真
純

募
金
委
員
会
顧
問
・

新
病
院
棟
建
設
企
画
担
当

教
授(

64
回)

こ
の
後
、
活
発
な
質
疑
応

答(

後
述)

が
行
わ
れ
、
予

定
の
時
刻
を
30
分
遅
れ
て
閉

会
、
引
き
続
き
、
同
階
の
三

四
会
会
議
室
に
て
簡
単
な
情

報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
44

名
が
参
加
し
て
、
そ
こ
で
も

貴
重
な
話
し
合
い
が
も
た
れ

た
。今

回
の
募
金
目
標
は
、
総

額
１
０
０
億
円
、
そ
の
う

ち
、
三
四
会
に
期
待
さ
れ
て

い
る
の
は
30
〜
40
億
円
で
、

こ
の
額
は
、
前
述
の
塾
創
立

１
２
５
年
時
の
三
四
会
個
人

募
金
実
績
が
21
億
円
強
で
あ

っ
た
こ
と
、
わ
ず
か
４
年
前

の
２
０
１
０
年
ま
で
行
わ
れ

た
塾
創
立
１
５
０
年
時
に
、

多
く
の
三
四
会
員
か
ら
13
・

３
億
円
が
こ
の
新
病
院
棟
建

設
基
金
へ
と
指
定
さ
れ
て
募

金
さ
れ
て
い
る(

こ
の
13
・

３
億
円
は
、
上
記
30
〜
40
億

円
に
は
含
ま
れ
な
い)

こ
と

な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

き
わ
め
て
巨
額
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

今
回
の
、
新
病
院
棟
建
設

募
金
昨
年
初
よ
り
始
ま
っ
て

お
り
、
１
月
末
の
実
績
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

申
込

32
億
９
千
４
百
万

円(

目
標
：
１
０
０
億
円)

そ
の
う
ち
三
四
会
分

４

億
５
千
７
百
万
円(

目
標

：
30
〜
40
億
円)

そ
の
う
ち
で
、
三
四
会
塾

教
職
員
分
１
億
１
百
万
円

こ
の
よ
う
に
、
三
四
会
会

員
諸
氏
か
ら
は
多
大
な
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
は
い
る
も

の
も
、
目
標
額
へ
の
到
達

は
、
そ
の
ゴ
ー
ル
地
点
が
き

わ
め
て
高
い
位
置
に
あ
る
た

め
に
未
だ
ほ
ど
遠
い
状
況
に

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
開

催
さ
れ
た
本
幹
事
会
は
、
既

述
の
よ
う
な
次
第
で
進
行
し

た
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

今
後
、
い
か
に
し
て
募
金
成

績
を
向
上
さ
せ
る
か
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
た
。

そ
の
な
か
で
、
会
員
諸
氏

に
次
の
４
点
を
ぜ
ひ
お
伝
え

し
た
い
。

１.

個
人
・
法
人
と
も
、
募

金
期
間
が
こ
れ
か
ら
４
年

間
あ
る
の
で
、
節
税
上
、

分
割
納
入
が
お
勧
め

２.

個
人
の
場
合
、
最
大
で

寄
付
金
の
約
40
％
に
当
た

る
節
税
が
可
能

３.

前
記
２.

は
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
払
い(

ポ
イ

ン
ト
も
付
与)

で
も
可
能

４.

法
人
の
場
合
、｢

日
本

私
立
学
校
振
興
・
共
済
事

業
団｣

を
通
す
と
、
寄
付

金
額
が
当
該
年
度
の
損
金

に
全
額
算
入
可
能
と
な

り
、
節
税
効
果
が
高
い
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
以
下
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
き
た
い
。

慶
應
義
塾
大
学
病
院

新
病
院
棟
開
設
準
備
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
３
―
５
３
６

３
―
３
４
３
０

泉
、
木
村

慶
應
義
塾

基
金
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
３
―
５
４
２

７
―
１
８
９
８

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
ま
ず
、

各
教
室
・
同
窓
会
に
対
し
て

繰
越
金
か
ら
の
寄
付
を
依
頼

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

こ
の
件
に
関
し
て
三
四
会
募

金
委
員
会
と
し
て
は
、
将

来
、
ク
ラ
ス
評
議
員
を
主
に

し
た
本
幹
事
会

(

※
末
尾

注)

で
な
く
、
教
室
同
窓
会

・
支
部
評
議
員
を
対
象
に
し

た
会
議
を
開
催
し
、
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
診
療
施
設
に
示
す

こ
と
が
で
き
る
寄
付
感
謝
状

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
他
学
部
と

異
な
る
医
学
部
卒
業
生
の
特

殊
性
を
考
慮
し
、
今
後
、
検

討
し
た
い
。

ま
た
、
塾
創
立
１
２
５
年

時
の
よ
う
に
、
三
四
会
機
関

紙
で
あ
る
本
紙
の
活
用
も
提

議
さ
れ
た
。
今
後
、
折
々

に
、
本
紙
上
に
各
種
の
募
金

実
績
を
掲
載
予
定
で
あ
る
。

以
上
の
ほ
か
に
、
募
金
成

績
向
上
策
の
一
つ
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
る
、
高
額
寄
付

者
へ
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ

れ
た
。
集
計
結
果
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

配
布
対
象

｢

塾
創
立
１

５
０
年
と
今
回
の
医
学
部
１

０
０
年
と
合
わ
せ
て
１
０
０

万
円
以
上
、
た
だ
し
今
回
50

万
円
以
上｣

の
案
が
多
く
を

占
め
た
。

デ
ザ
イ
ン

ペ
ン
マ
ー

ク
、
色
は
ピ
ン
ク
ゴ
ー
ル

こ
の
度
、
平
成
26
年
４
月

１
日
付
け
で
杏
林
大
学
医
学

部
衛
生
学
公
衆
衛
生
学
教
授

を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
教
授

就
任
に
あ
た
り
多
く
の
方
々

の
ご
支
援
、
と
り
わ
け
、
末

松
誠
医
学
部
長(

62
回)

、

大
前
和
幸
教
授(

57
回)

に

ご
尽
力
い
た
だ
き
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
昭
和
61
年
、
早
稲
田

高
等
学
校
か
ら
塾
医
学
部
に

入
学
し
ま
し
た
。
平
成
４
年

に
本
塾
を
卒
業
し
た
後
は
、

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
勤

務
を
経
て
、
京
都
大
学
医
学

部
医
化
学
第
一
の
博
士
課
程

に
進
学
し
、
本
庶
佑
教
授
の

厳
し
い
指
導
の
下
、
基
礎
研

究
の
基
本
や
取
り
組
む
姿
勢

を
学
ん
で
参
り
ま
し
た
。
米

国
シ
カ
ゴ
大
学
へ
留
学
し
た

後
は
京
都
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
放
射
線
遺
伝
学
教
室

に
勤
務
し
、
平
成
22
年
よ
り

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
衛
生

学
公
衆
衛
生
学
専
任
講
師
を

務
め
ま
し
た
。
慶
應
義
塾
大

学
に
は
学
生
時
代
を
含
め
十

年
、
京
都
大
学
に
は
13
年
半

お
り
ま
し
た
が
、
各
校
に
は

ド
、
石
の
有
無
に
つ
い
て
は

意
見
が
分
か
れ
た
の
で
、
今

後
、
検
討
。

会
員
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ぜ
ひ
ご
意
見
等
、
お

寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※
注三

四
会
募
金
学
年
幹
事
会

メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

本
募
金
活
動
成
績
向
上
の

た
め
、
37
〜
91
回
ク
ラ
ス
評

議
員
に
各
ク
ラ
ス
数
名
の
、

こ
の
こ
と
に
対
し
て
最
適
な

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を
幹
事
と
し

て
推
薦
す
る
よ
う
依
頼
し
た

と
こ
ろ
、
約
３
分
の
１
の
学

年
で
は
そ
の
推
薦
が
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
本
幹
事
会
メ

ン
バ
ー
を
、
前
記
過
程
で
推

薦
さ
れ
た
幹
事
、
ク
ラ
ス
評

議
員
及
び
三
四
会
理
事
会
構

成
員
と
し
た
。
合
計
２
０
４

名
で
あ
る
。(

三
四
会
募
金

委
員
長)

伝
統
校
と
し
て
の
流
儀
や
カ

ラ
ー
が
あ
り
、
そ
こ
で
学
び

働
く
こ
と
は
、
古
い
が
故
の

新
鮮
さ
に
加
え
、
独
特
の
緊

張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
早
稲

田
中
高
と
京
大
医
化
学
の
初

代
の
校
舎
、
お
よ
び
慶
大
の

予
防
医
学
校
舎
は
、
そ
れ
ぞ

れ
戦
火
を
生
き
延
び
た
重
厚

な
作
り
の
建
物
で
あ
り
、
戸

口
を
く
ぐ
る
度
、
あ
る
種
の

昂
奮
を
覚
え
た
も
の
で
す
。

杏
林
大
学
医
学
部
は
１
９

７
０
年
に
三
鷹
市
に
創
設
さ

れ
た
比
較
的
新
し
い
学
部

４
月
１
日
、
慶
應
義
塾
大

学
の
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。
今
年
度
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
に
入
学
し
た
新
入
生

は
１
１
３
人
で
あ
る
。
本
年

度
の
慶
應
医
学
部
の
新
入
生

は
ど
の
よ
う
な
背
景
を
持

ち
、
ど
の
よ
う
な
意
気
込
み

を
持
っ
て
入
学
し
て
き
た
の

だ
ろ
う
か
。
新
入
生
に
向
け

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は｢

家
族

・
親
戚
に
医
師
は
い
る
か｣

、

｢

医
学
以
外
に
興
味
の
あ
る

分
野
は
何
か｣

、｢

理
想
の
医

師
像
と
は｣

の
３
項
目
で
あ

る
。質

問
１
：
家
族
・
親
戚
に

医
師
は
い
ま
す
か
？

回
答
：『

１
人
い
る』

が

28
人
、『

２
人
い
る』

が
10

人
、『

３
人
以
上
い
る』

が

10
人
で
あ
っ
た
。
家
族
・
親

戚
に
医
師
が
い
る
者
が
多
く

入
学
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
た
が
、
実
際
は
そ
う
で
な

い
者
が
過
半
数
を
超
え
て
い

た
。
こ
れ
は
、
テ
レ
ビ
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
や
ド

ラ
マ
で
医
師
の
姿
が
多
く
描

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
身
近
に
医
師
が
い
な
い

者
で
も
医
学
界
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
表

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
家
族
・
親
戚

に
医
師
が
５
人
、
６
人
、
さ

ら
に
は
10
人
い
る
と
答
え
た

者
も
い
た
。
医
師
の
家
系
に

育
っ
た
者
が
周
り
の
医
師
の

背
中
を
見
て
、
自
ら
も
同
じ

道
に
進
む
こ
と
も
多
い
と
い

う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る

だ
ろ
う
。

質
問
２
：
医
学
以
外
に
興

で
、
私
は
衛
生
学
公
衆
衛
生

学
教
室
の
四
代
目
の
教
授
に

あ
た
り
ま
す
。
ま
だ
着
任
し

て
１
ヵ
月
で
す
が
、
教
室
を

背
負
っ
て
立
つ
重
責
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。｢

杏
林｣

と

い
う
故
事
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
本
部
棟
に
刻
み
込
ま
れ

た｢

眞･

善･

美｣

と
い
う
建

学
の
精
神
を
毎
朝
目
に
し
、

気
を
引
き
締
め
な
が
ら
日
々

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
本

学
は
三
鷹
の
閑
静
な
住
宅
街

の
中
に
あ
り
、
地
域
に
根
差

味
の
あ
る
分
野
が
あ
れ
ば
書

い
て
く
だ
さ
い
。

回
答
：『

化
学(

応
用
化

学
を
含
む)』

17
人
が
最
も

多
く
、
次
い
で

『

物
理
学

(

核
物
理
学
を
含
む)』

13
人

が
多
か
っ
た
。『

数
学』

８

人
と
い
う
結
果
も
併
せ
て
考

え
る
と
、
高
校
過
程
に
お
け

る
所
謂
�
理
系
科
目
�
に
興

味
を
持
つ
者
が
多
く
医
学
部

に
入
学
し
て
き
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
他
回
答
が
多
か
っ

た
も
の
は
、『

運
動』

10
人

と

『

音
楽』

９
人
で
あ
っ

た
。
部
活
動
な
ど
の
課
外
活

動
で
こ
れ
ら
の
分
野
に
も
力

を
注
ぎ
、
学
問
を
軸
と
し
た

医
学
部
生
活
を
さ
ら
に
充
実

し
た
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

し
た
医
療
を
行
う
と
同
時

に
、
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
を
始
め
と
す
る
高
度
先
進

医
療
で
社
会
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
三
鷹
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
医
学
部
附
属
病
院
を
中
心

に
、
医
学
部
お
よ
び
看
護
専

門
学
校
が
あ
り
ま
す
が
、
２

年
後
に
は
、
現
在
八
王
子
に

あ
る
保
健
学
部
、
総
合
政
策

学
部
、
外
国
語
学
部
が
三
鷹

に
移
転
し
て
き
ま
す
。
保
健

学
部
に
は
当
教
室
と
兼
担
の

教
員
が
３
名
お
り
、
研
究
、

教
育
で
彼
ら
と
連
携
す
る
と

と
も
に
、
地
域
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
使
命
の
達
成
の
た
め
に

最
善
の
努
力
を
尽
く
す
決
意

で
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
程
、
何
卒
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

質
問
３
：
あ
な
た
の
考
え

る
理
想
の
医
師
像
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。

回
答
：『

患
者
さ
ん
に
向

き
合
え
る
医
師』

、『

患
者
さ

ん
を
安
心
さ
せ
ら
れ
る
医

師』

、『

患
者

さ
ん
に
信
頼

さ
れ
る
医

師』

と
い
っ

た
よ
う
に
、

患
者
を
視
点

の
中
心
と
し

た
理
想
の
医

師
像
を
挙
げ

る
者
が
非
常

に
多
か
っ

た
。
こ
れ
ま

で
自
ら
が
患

者
の
立
場
と

し
て
医
師
に

接
し
た
経
験
が
、
医
学
部
を

志
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
者

も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
他
に
は
、『

高
い
技
術

と
徳
を
備
え
た
医
師』

、『

高

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
持
つ
活
発
な
医
師』

、

『

専
門
知
識
の
み
な
ら
ず
、

幅
広
い
教
養
と
人
格
を
備
え

た
医
師』

の
よ
う
に
医
師
と

し
て
の
能
力
や
為
人
を
重
視

し
た
医
師
像
を
挙
げ
る
者
も

多
か
っ
た
。
ま
た
、『

研
究

と
臨
床
を
両
立
で
き
る
医

師』

、『

治
療
法
の
発
見
に
勤

し
む
医
師』

の
よ
う
に
研
究

の
重
要
性
を
意
識
し
て
い
る

者
、『｢

三
国
志｣

の
名
医
、

吉
平』

や『｢

医
龍｣

の
朝

田
龍
太
郎』

、『

父』

な
ど
と

具
体
的
な
人
物
像
を
挙
げ
た

者
も
お
り
、
印
象
的
で
あ
っ

た
。今

年
度
も
将
来
が
楽
し
み

な
学
生
を
多
く
迎
え
る
こ
と

が
出
来
た
。
本
塾
で
６
年
間

友
人
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
、

多
く
の
か
け
が
え
の
な
い
経

験
を
重
ね
、
人
と
し
て
成
長

し
な
が
ら
、
理
想
の
医
師
へ

と
近
付
い
て
行
っ
て
ほ
し

い
。(

４
年

谷
口
枝
穂)

平
成
26
年
度
診
療
報
酬
改

訂
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ

Ｄ
Ｐ
Ｓ
の
様
式
１
に
認
知
症

の
有
無
を
記
載
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
同
じ
疾
患
で
あ
っ
て
も

認
知
症
を
有
す
る
患
者
は
Ｂ

Ｐ
Ｓ
Ｄ
な
ど
の
問
題
が
あ

り
、
そ
う
で
な
い
患
者
と
比

較
し
診
療
に
関
わ
る
コ
ス
ト

は
高
く
な
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
こ

と
は
将
来
的
に
認
知
症
の
有

無
に
よ
っ
て
診
断
群
を
分
け

る
、
す
な
わ
ち
認
知
症
を
有

す
る
患
者
の
診
療
報
酬
を
高

め
る
可
能
性
を
想
定
し
た
も

の
と
し
て
評
価
し
た
い
。
実

際
、
臨
床
現
場
で
は
認
知
症

を
有
す
る
患
者
の
診
療
に
対

す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
負
担

は
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
認
知
症
を
有
す

る
患
者
の
方
が
そ
う
で
な
い

患
者
よ
り
も
医
療
費
が
高
く

な
る
と
い
う
結
果
は
、
必
ず

し
も
出
る
と
は
限
ら
な
い
。

何
故
な
ら
、
認
知
症
を
有
す

る
患
者
の
診
療
に
お
い
て
大

き
な
負
担
と
な
る
の
は
ケ
ア

に
人
手
が
か
か
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
の

診
療
報
酬
で
は
評
価
さ
れ
て

は
い
な
い
。
ま
た
、
手
間
が

か
か
る
こ
と
を
理
由
に
、
急

性
期
病
院
で
は
こ
の
よ
う
な

患
者
は
早
く
退
院
さ
せ
て
し

ま
い
、
結
果
と
し
て
一
入
院

の
ト
ー
タ
ル
の
医
療
費
は
低

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
な
ら
ば
患
者
ご
と
に
原
価

計
算
を
行
い
、
認
知
症
を
有

す
る
患
者
の
診
療
の
人
件
費

が
大
き
い
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
な

い
。し
か
し
、こ
れ
も
医
療
機

関
に
よ
っ
て
異
な
る
可
能
性

が
あ
る
。例
え
ば
、転
倒
・
転

落
や
チ
ュ
ー
ブ
抜
去
の
リ
ス

ク
の
高
い
患
者
に
対
し
て
、

き
め
細
か
い
観
察
な
ど
で
対

応
す
る
病
院
も
あ
れ
ば
、
安

易
な
身
体
抑
制
で
対
応
す
る

病
院
も
あ
る
。そ
の
結
果
、診

療
に
関
わ
る
コ
ス
ト
は
認
知

症
の
有
無
に
関
連
し
な
い
と

な
る
と
、
適
切
な
対
応
を
し

て
い
る
病
院
が
評
価
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

今
後
、
わ
が
国
で
は
認
知

症
患
者
が
増
大
し
て
い
く
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し

て
、
認
知
症
を
有
す
る
脳
血

管
障
害
、
心
不
全
、
肺
炎
、

そ
し
て
が
ん
患
者
な
ど
も
増

大
す
る
。
認
知
症
を
有
す
る

患
者
に
対
し
て
適
切
な
医
療

が
提
供
さ
れ
る
た
め
に
は
、

そ
れ
を
可
能
に
す
る
診
療
報

酬
制
度
で
あ
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

(

脳
血
管
研
究
所
美
原
記
念

病
院

美
原
盤

59
回)
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・初診予約 (午前９時～午後７時､第２･４･５土曜日は午後５時まで)

慶應義塾大学病院 各種お問い合わせ先

医療機関用
TEL 03-3353-1257 FAX 03-5843-6167
WEB ｢病院ホームページ｣ → ｢予約問合せ一覧｣ → 『｢医療機関
からの初診予約｣ ― ｢Webによる予約｣ ―【医療機関からの
予約専用フォーム�』 へ

・検査予約 (午前８時30分～午後５時)
PET/CT…TEL 03-5843-6165
SPECT …TEL 03-5843-7071

・予防医療センター：人間ドック(午前８時30分～午後５時)
TEL 03-6910-3533

三四会ホットライン
TEL 03-3353-3034(ミオサンシ)

大
学
と
講
座
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て

谷
口

善
仁

杏
林
大
学
医
学
部
衛
生
学

公
衆
衛
生
学
教
室
教
授

(

71
回)

よ
う
こ
そ
99
回
生
！

99
回
生
の
素
顔
に
迫
る

平平平成成成222666年年年度度度 医医医学学学部部部新新新入入入生生生たたたちちち
３面で114名を紹介

Ａ 組

Ｂ 組

会則第20条に則り､次のように開催します｡

日時：平成26年６月14日
午後３時～５時

場所：２号館(旧新棟)11階 大会議室

本評議員会は総会に代わるもので (会則18
条)､ 本会の最高意思決定機関です｡
評議員各位のご出席をお願いいたします｡
なお､ 閉会後､ 情報交換会を開催します｡

三四会長 比企 能樹

平成26年度三四会評議員会開催のお知らせ 北里記念式の挙行について
本年は初代本学部長北里柴三郎先生の83

年祭にあたり､ 医学部と三四会との共催に

よって下記により北里記念式を執り行うこ

とになりました｡ 三四会の皆様方のご列席

の程をお願い申し上げます｡

記

日 時 ６月12日(木)午後１時

会 場 北里講堂

三四会長 比企 能樹

医学部長 末松 誠
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清家塾長による鍬入れの儀

１
期
工
事
現
場
の
地
鎮
祭
会
場

地
鎮
祭
の
参
列
者

竹内病院長による模型説明
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